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研究成果の概要（和文）：西洋美術の原点にある古代ギリシャの身体表現を、美術解剖学の立場から考察した。考察に
あたり、ギリシャ・クラシック期のパルテノン・フリーズ彫刻の１２神の立体模型を、東京芸術大学の大学院生ととも
に作成し、構造と形態の分析を行った。完成した立体模型を、平成２４年１１月から平成２５年５月まで、約半年間、
大英博物館の教育的展示＜パルテノン・ナウ＞にて展示した。また、平成２５年７月に、ベルリン自由大学の学会にて
、平成２６年１月にシカゴの全米考古学会にて研究発表を行い、これらの研究成果の公表及び研究に対する議論によっ
て、今後の古代ギリシャの身体表現の研究の基盤作りを行うことができた。

研究成果の概要（英文）：The Greek body representation as the origin of the Westen body image was studied b
y the method of Artistic Anatomy. At Tokyo University of the Arts, the student sculptors worked on the pro
ject of recreating the twelve gods on the Parthenon Frieze in three dimensions, and together we analyzed t
he structure and form of the classical body. This three dimensional models were displayed at the "Partheno
n Now" exhibit at the British Museum from November 2012 to May 2013. Also we presented the study at the co
nferences at Berlin (July 2013) and Chicago (January 2014), and we accomplished to found a solid base for 
the further study of Greek Classical body.

研究分野：

科研費の分科・細目：

人文学

キーワード： ギリシャ　美的基準　身体表現　彫刻　立体復元

芸術学・芸術史・芸術一般



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 古代ギリシャの彫刻研究は、これまで様式
的な展開を精緻に分析することで大きな成
果を挙げてきた。とくにパルテノン彫刻の様
式研究は、１９世紀以来の膨大な蓄積が存在
する。一方、膨大な研究の蓄積ゆえに、新た
な視点を組み入れた研究を阻んでいるよう
にも思われる。たとえば、制作者の視点に立
った身体表現という観点は見過ごされてい
る。彫刻家（職人）は、当時明らかとなりつ
つあった人体の知識（血管や筋肉など）の描
写に加え、生命感の表出に取り組んだ。前４
９０年頃、突然、血管の表現が彫像に登場す
ることはそれを示唆する。本研究は、このよ
うな研究状況を踏まえて、美術解剖学的視点
を組み入れた、身体イメージの詳細な形態研
究を提案する。 
 
２．研究の目的 
 （１）西洋の美術では身体が中心主題とし
て、古代から現代にいたるまで、多様な身体
イメージが生み出されてきた。この西洋の身
体表現の原点にギリシャ美術がある。本研究
は、美術解剖学の身体の形態と構造を分析す
る手法を用いて、ギリシャ・クラシック期の
身体イメージを考察する試みである。考察に
あたり、立体模型および解剖学的分析図を独
自に作成して、これまで見過ごされてきた身
体の構造と表現を解明する。 
 （２）2009 年以来、制作継続中の立体模
型を、2012年 11月に大英博物館のパルテノ
ン・ギャラリーで展示することを依頼された。
この展示に向けて、立体模型を完成し、実技
制作と美術史学の共同研究を行うことによ
り、これまで乖離していた実技制作とギリシ
ャ美術史学と美術解剖学の共同研究の場を
作る。 
 
３．研究の方法 
 （１）2009～2010 年作成のパルテノン・
フリーズ彫刻の神々の立体模型に細部表現
を加え、第 2バージョンの模型を作成した。 
2009～2010 年に工業用粘土で作成した第 1
バージョンの模型は耐久性に欠けるため、シ
リコンで型取りし、ポリウレタン樹脂で成形
した。これに細部表現を加えて、第 2バージ
ョンとした。 
 （２）2012 年に、大英博物館で立体模型
の展示を行った。大英博物館にて、展示作業
をおこない、同時に同博物館のパルテノン・
ギャラリーにて、フリーズ彫刻、メトープ彫
刻、破風彫刻の身体表現を検討・分析した。 
 （３）2013 年に、最新の立体模型を東京
芸術大学のギャラリー及び、文星芸術大学
（宇都宮）の美術ギャラリーで展示を行った。
とくに文星芸術大学では、模型制作にかかわ
った学生や現代作家の作品と模型を並置し、
さらに石膏ギャラリーの石膏像も同時に展
示することで、日本の美術教育における石膏
デッサンの意味や、作品からの引用の歴史な

どを再検討した。 
 
 
４．研究成果 
（１）パルテノン・フリーズの１２神の立体
模型第 2 バージョンを完成し、2012 年 11 月
～2013 年 5月までの半年間、大英博物館の教
育的展示＜パルテノン・ナウ＞にて、展示を
おこなった。展示を通して、ギリシャ彫刻研
究に、美術解剖学的視点を用いた新たな分析
方法を提案した。当模型は、2013 年 6月、大
英博物館の美術資料として収蔵されること
が正式に決まった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大英博物館の
展示(2012 年
11 月） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

立体模型の細部(ゼウスとヘラの 2神) 
 
（２）パルテノン・フリーズの 12 神の立
体模型の制作と共に、神々の身体構造と空間
を把握するため、12 神の想定俯瞰図を作成し
た。今後、パルテノン・フリーズ全体の想定
俯瞰図の制作を視野に入れ、その第 1段階と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



して 12 神部分の図を作成した。パルテノン
研究における、新たな図解資料となると考え
ている（図はヘルメス～アレスの部分）(作
図 加藤公太)。 
 
（３）立体模型の制作によって（A図）、1999
年にナイルズがＪ＝ナイルズが発表したコ
ンピューター・グラフィックスによる復元案
（B 図）を、より進化させた、精度の高い空
間の再構築が可能となった。 
 

（A図）パルテノン・フリーズの 12 神の立体
復元模型（東京芸術大学 2012 年） 
 
 

 
（B図）パルテノン・フリーズの 12 神の空間
配置案（Ｊ＝ナイルズ 1999 年） 
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